
第
一
節

　
野
生
動
物

　
町
域
は
、
犬
山
扇
状
地
に
位
置
す
る
た
め
平
坦
な
地
形
で
、
現
在

は
土
地
開
発
が
進
み
原
生
的
な
自
然
環
境
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い

な
い
。

　
残
さ
れ
て
い
る
主
な
自
然
環
境
と
い
え
ば
、
五
条
川
や
合あ

い

瀬せ

川
な

ど
の
河
川
と
そ
の
周
辺
に
広
が
る
河
川
敷
・
水
田
・
用
水
路
な
ど
の

水
辺
環
境
や
、
畑
地
・
雑
木
林
・
竹
や
ぶ
・
社
寺
林
・
五
条
川
沿
い

の
桜
並
木
と
い
っ
た
緑
地
空
間
に
限
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
は
町
内
に
生
息
す
る
野
生
動
物
に

と
っ
て
の
貴
重
な
生
活
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
今
で
も
数
多
く
の

野
生
動
物
が
生
息
し
て
い
る
。
広
大
な
山
林
や
河
川
、
湿
地
な
ど
原

生
的
な
自
然
環
境
を
有
す
る
地
域
に
比
べ
れ
ば
生
息
す
る
動
物
の
数

や
種
類
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
か
に
は
絶
滅
危
惧
種
や
希

少
種
な
ど
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
お
い
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ

る
動
物
も
数
種
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
近
年
は
人
為
的
に
国
内
外

か
ら
町
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
り
、
侵
入
し
た
り
し
て
定
着
し
た
外
来

種
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
農
業
被
害
や
生
態
系
の
か
く
乱
な
ど
が
懸

念
さ
れ
、
そ
の
駆
除
や
対
策
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
町
内
で
確
認
で
き
た
野
生
動
物
の
う
ち
、
よ
く
見
ら

れ
る
種
や
、
絶
滅
危
惧
種
、
注
意
す
べ
き
外
来
種
な
ど
を
数
種
と
り

あ
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
四
月
か
ら
二
〇
二
二
（
令

和
四
）
年
十
二
月
の
間
に
、
現
地
で
の
観
察
・
聞
き
取
り
・
交
通
事

故
死
し
た
個
体
の
回
収
な
ど
の
方
法
に
よ
り
調
査
・
記
録
し
た
も
の

で
、
こ
こ
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
種
も
含
め
て
、
巻
末
資
料
に
種

類
ご
と
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

第
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哺
乳
類

　
町
内
で
見
ら
れ
る
哺
乳
類
は
九
科
一
三
種
で
、
タ
ヌ
キ
・
キ
ツ
ネ
・

イ
タ
チ
な
ど
の
食
肉
目
（
ネ
コ
目
）
が
主
に
見
ら
れ
、
外
来
種
で
は

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ア
ラ
イ
グ
マ
や
中
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
も
生
息
し
て
い
る
。

タ
ヌ
キ

　
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
し
、
広
葉
樹
林
・
針
葉

樹
林
・
農
地
・
市
街
地
・
都
市
化
が
進
行
し
た
地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
に
適
応
し
て
生
息
し
て
い
る
。
夜
行
性
で
雑
食
性
で
あ
り
、

鳥
類
や
ノ
ネ
ズ
ミ
類
な
ど
の
小
型
動
物
・
昆
虫
・
野
生
果
実
類
な
ど

を
採
食
す
る
。
尾
は
ふ
さ
ふ
さ
し
、
四
肢
が
短
く
ず
ん
ぐ
り
と
し
た

体
形
を
し
て
い
る
。

　
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年

に
余
野
地
区
の
休
耕
田
で
タ
ヌ
キ

の
親
子
と
キ
ツ
ネ
の
親
子
が
地
元

住
民
に
よ
り
目
撃
さ
れ
て
お
り
、

新
聞
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
第
一

編
第
二
章
第
二
節
）
。
尾
張
平
野

部
で
は
、
一
九
四
五
～
五
五
年
頃

に
タ
ヌ
キ
と
キ
ツ
ネ
は
絶
滅
し
た

と
い
わ
れ
、
そ
の
姿
が
住
宅
地
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
当
時
で
も
か
な

り
珍
し
い
事
例
で
あ
っ
た
。
町
内
で
は
住
宅
地
で
も
た
び
た
び
姿
を

現
す
こ
と
が
あ
り
、
畑
や
人
家
の
周
り
に
現
れ
て
エ
サ
を
探
し
た
り

（
1
―
2
―
1
）
、
交
通
事
故
に
遭
遇
し
て
死
亡
し
て
い
た
り
す
る
姿
が

見
ら
れ
る
。
タ
ヌ
キ
は
驚
く
と
そ
の
場
で
う
ず
く
ま
っ
て
し
ま
う
習

性
が
あ
る
た
め
、
自
動
車
が
近
づ
い
て
も
逃
げ
出
さ
ず
そ
の
ま
ま
交

通
事
故
死
す
る
個
体
が
多
い
。
町
内
で
は
、
調
査
期
間
中
に
河
北
・

外
坪
・
奈
良
子
・
二
ツ
屋
・
替
地
・
大
屋
敷
・
秋
田
地
区
で
計
一
三

個
体
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。

キ
ツ
ネ

　
都
市
郊
外
か
ら
山
岳
地
ま
で
様
々
な
環
境
に
生
息
す
る
が
、

主
に
は
森
林
と
畑
地
が
混
在
す
る

田
園
環
境
を
好
む
。
食
性
は
多
様

で
あ
り
、
ノ
ネ
ズ
ミ
類
・
鳥
類
・

大
型
の
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
な
ど
主
に

小
型
動
物
・
果
実
・
人
家
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み
な
ど
を
食
べ
る
場
合

も
あ
る
。
町
内
で
は
、
近
年
に
な

り
タ
ヌ
キ
ほ
ど
で
は
な
い
が
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
余
野
・

1-2-2　 キツ ネ

1-2-1　 タ ヌ キ
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河
北
・
竹
田
・
秋
田
・
丸
地
区
な
ど
で
道
路
・
緑
地
・
田
畑
を
横
切

る
姿
が
住
民
に
よ
り
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
十
二
月
に
は
、

河
北
地
区
で
食
物
が
な
か
っ
た
の
か
、
柿
を
食
べ
た
り
、
畑
で
穴
掘

り
を
し
た
り
す
る
姿
が
写
真
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
（
1
―
2
―
2
）
。

二
〇
一
八
年
四
月
五
日
に
大
屋
敷
一
丁
目
地
内
の
道
路
上
で
雄
の
成

獣
が
交
通
事
故
死
に
遭
っ
て
い
た
。

ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ

　
イ
タ
チ
科
の
な
か
で
も
土
を
掘
る
方
向
に
進
化

し
た
ア
ナ
グ
マ
は
、
前
肢
が
大
き
く
発
達
し
、
鋭
い
爪
の
あ
る
大
き

な
前
足
を
有
す
る
。
雑
食
性
で
土
壌
動
物
や
小
動
物
、
果
実
類
な
ど

を
主
に
捕
食
す
る
。
三
河
地
方
を
中
心
と
し
て
分
布
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
尾
張
地
方
で
の
分
布
情
報
は
少
な
く
、
犬
山
市
・
小
牧
市
（
東

部
の
山
地
）・
春
日
井
市
・
名
古
屋
市
（
緑
区
鳴
海
町
）・
知
多
市
（
北

浜
町
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
二
〇
二
〇
年
四
月
に
町
内
城
屋
敷
二
丁
目
地
内
の
道
路
上
で
交
通

事
故
に
遭
っ
て
い
た
。
当
初
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
と
し
て
個
体
が
回
収
さ

れ
て
い
た
が
、
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
成
獣
の
雌
で

あ
っ
た
。
町
で
の
過
去
の
生
息
確
認
記
録
や
事
故
死
体
回
収
記
録
は

な
く
、
本
種
が
確
認
で
き
た
初
記
録
と
な
る
。

シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ

　
イ
タ
チ
は
町
内
の
広
範
囲
の
地
域
で
見
ら
れ
る

が
、
イ
タ
チ
と
い
っ
て
も
、
外
来
種
の
シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ
（
1
―
2
―

3
）
と
在
来
種
の
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
の
二
種
類
が
生
息
し
て
い
る
。
シ

ベ
リ
ア
イ
タ
チ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
す
る
種
で
あ
る
が
、
日

本
で
は
対
馬
の
み
に
自
然
分
布
す
る
。
朝
鮮
半
島
由
来
の
個
体
の
子

孫
が
外
来
種
と
し
て
西
日
本
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
の
都
市
部
を

中
心
に
生
息
し
て
い
る
。
町
に
定
着
し
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
九
七
七
年
に
安
城
市
で
、
一
九
八
〇
年
に
名
古
屋
市
で
本
種
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
と
は
外
見
が
と
て
も
似
て
い
て
、

尾
と
胴
体
の
比
率
や
頰
か
ら
耳
に
か
け
て
の
毛
色
の
違
い
な
ど
で
種

の
判
断
を
お
こ
な
う
が
、
性
別
・
季
節
・
成
長
段
階
に
よ
っ
て
変
化

す
る
形
質
も
あ
る
た
め
、
識
別
に
は
複
数
の
形
質
を
用
い
て
総
合
的

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

両
種
と
も
に
俊
敏
に
動
き
回
り
、
路

上
や
畑
地
・
水
田
な
ど
を
一
瞬
で
通

過
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
肉

眼
で
の
種
の
判
別
は
難
し
い
。
町
で

は
、
調
査
期
間
中
に
河
北
・
大
屋

敷
・
丸
・
下
小
口
・
余
野
地
区
で
計

八
個
体
の
交
通
事
故
死
し
た
個
体
が

1-2-3　 シベリ アイ タ チ
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回
収
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
の
屋
根
裏
に
住
み
着
い
た
り
、
ご
み
箱
を

あ
さ
っ
た
り
す
る
姿
も
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ホ
ン
イ
タ
チ

　
日
本
固
有
種
で
、
低
地
か
ら
山
地
ま
で
の
様
々
な

環
境
で
見
ら
れ
、
泳
ぎ
が
得
意
で
、
水
辺
に
生
息
す
る
甲
殻
類
・
昆

虫
・
魚
類
・
は
虫
類
・
両
生
類
を
採
食
す
る
が
、
鳥
類
や
そ
の
卵
・

ネ
ズ
ミ
類
も
よ
く
食
べ
る
。

　
本
種
は
、
西
日
本
や
関
東
地
方
の
都
市
部
な
ど
自
然
分
布
地
域
の

一
部
で
は
個
体
数
が
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
は
、
都
市
化
お
よ
び
体
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い
近
縁
種
シ
ベ

リ
ア
イ
タ
チ
の
分
布
拡
大
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実

際
の
生
息
状
況
は
ほ
と
ん
ど
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
町
内
で
は
、
二

〇
一
六
年
（
1
―
2
―
4
）
と
二
〇
二

一
年
の
二
例
の
み
河
北
地
区
の
水
路

内
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
交

通
事
故
死
し
た
個
体
が
確
認
さ
れ
た

の
は
、
河
北
地
区
で
一
個
体
、
竹
田

地
区
で
一
個
体
の
二
例
の
み
に
と
ど

ま
る
。
町
内
で
の
両
種
の
生
息
割
合

は
不
明
で
あ
る
が
、
回
収
さ
れ
た
交

通
事
故
死
し
た
個
体
の
内
訳
で
い
う
と
、
シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ
の
方
が

圧
倒
的
に
多
い
。

鳥
類

　
町
内
で
見
ら
れ
る
鳥
類
は
二
四
科
四
八
種
で
、
主
な
種
を
観
察
地

別
に
一
覧
と
し
て
ま
と
め
た
（
1
―
2
―
5
）
。

1-2-4　 ニホン イ タ チ

場　 所 名　 称

河川・ 水田など

の水辺

オシ ド リ 、 マガモ、 カ ルガモ、 カ ワ

ウ 、 ゴ イ サギ、 アオサギ、 ダイ サギ、

チュ ウ サギ、 コ サギ、 ケ リ 、 コ チド

リ 、 オオジシギ、 タ シギ、 ク サシギ、

タ カブシギ、 タ マシギ、 カワ セミ

都市部・ 公園

ド バト （ カワ ラ バト ）、 キジバト 、 ア

オバト 、 ハシボソ ガラ ス 、 ハシブト ガ

ラ ス 、 シジュ ウ カラ 、 ツバメ 、 ヒ ヨ ド

リ 、 メ ボソ ムシク イ 、 メ ジロ 、 ムク ド

リ 、 ツ グ ミ 、 ジョ ウ ビ タ キ、 オオル

リ 、 ス ズメ 、 キセキレ イ 、 ハク セキレ

イ 、 セグロ セキレ イ 、 カワ ラ ヒ ワ

畑地・ 雑木林・

社寺林

キジ、 ト ビ 、 ハイ タ カ、 オオタ カ、 ノ

ス リ 、 オオコ ノ ハズク 、 チョ ウ ゲンボ

ウ 、 モズ、 ト ラ ツ グミ 、 シロ ハラ

1-2-5　 町内で見ら れる 野鳥一覧（ 観察地別）
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チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

　
ハ
ヤ
ブ
サ
科
の
鳥
で
、
農
耕
地
・
河
川
敷
の
草

地
・
埋
立
地
な
ど
の
荒
地
に
生
息
す
る
。
主
に
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の

小
型
哺
乳
類
の
ほ
か
、
小
鳥
類
・
昆
虫
類
・
両
生
類
・
は
虫
類
な
ど

も
捕
食
す
る
。
町
北
部
に
あ
る
ご
み
焼
却
処
理
場
の
江
南
丹
羽
環
境

管
理
組
合
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
建
屋
を
二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
一

年
ほ
ど
ね
ぐ
ら
や
生
活
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
た
（
1
―
2
―
6
）
。

ま
た
、
大
口
町
役
場
周
辺
（
下
小
口
地
区
）
上
空
を
飛
翔
し
て
い
る

と
こ
ろ
（
1
―
2
―
7
）
も
目
撃
さ
れ
て
お
り
、
餌
と
な
る
小
動
物
が

い
る
見
晴
ら
し
の
良
い
農
耕
地
が
多
い
地
域
で
た
び
た
び
目
撃
さ
れ

る
。

オ
オ
タ
カ

　
平
地
か
ら
山
地
の
林
、
農
耕
地
な
ど
に
生
息
し
、
近
年

は
市
街
地
の
公
園
や
社
寺
林
な
ど
で
繁
殖
す
る
例
も
あ
る
。
鳥
類
の

ほ
か
小
動
物
や
ウ
サ
ギ
や
テ
ン
な
ど
も
捕
食
す
る
。
町
の
北
部
地
域

で
は
、
飛
翔
し
て
い
る
姿
や
、
農
耕
地
や
緑
地
な
ど
に
お
り
た
ち
ド

バ
ト
や
サ
ギ
類
を
捕
食
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
ま
れ
に
目
撃
さ
れ

て
い
る
（
1
―
2
―
8
）
。

タ
マ
シ
ギ

　
環
境
省
・
愛
知
県

と
も
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
種
で
、
平
野
部
の
淡

水
湿
地
、
主
に
水
田
で
繁
殖
す

る
が
、
繁
殖
場
所
と
し
て
あ
る

程
度
の
面
積
の
あ
る
水
田
を
必

要
と
す
る
。
夜
間
に
人
工
光
や

騒
音
の
少
な
い
環
境
が
必
要
で
、
都
市
化
や
道
路
建
設
に
よ
り
生
息

に
適
し
た
環
境
が
消
失
し
続
け
て
お
り
、
近
年
急
激
に
生
息
数
が
減

少
し
て
い
る
。
秋
田
地
区
で
、
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

は
虫
類
・
両
生
類

　
大
口
町
は
、
水
田
や
農
業
水
路
な
ど
の
水
辺
環
境
が
多
い
地
域
な

の
で
、
水
辺
に
依
存
す
る
種
類
が
多
く
確
認
で
き
る
。

　
町
内
で
見
ら
れ
る
は
虫
類
は
一
二
種
で
、
両
生
類
は
四
種
で
あ
る
。

1-2-6

チョ ウゲン ボウ

1-2-7

町役場上空を 飛翔する

チョ ウゲン ボウ

1-2-8　 ハト を 捕食する オオタ カ
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ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ

　
日
本
固
有
種

で
、
国
内
で
は
、
本
州
中
部
か
ら
西

部
に
か
け
て
の
地
域
・
四
国
・
九
州

に
分
布
す
る
。
水
生
昆
虫
や
甲
殻
類

な
ど
を
食
べ
る
（
1
―
2
―
9
）
。
環

境
省
・
愛
知
県
で
は
準
絶
滅
危
惧
種

と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
生
息
適

地
の
喪
失
、
外
来
動
物
に
よ
る
捕
食

や
生
活
の
圧
迫
な
ど
に
よ
り
個
体
数

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
県
内

で
は
、
尾
張
東
部
丘
陵
か
ら
三
河
地

方
・
渥
美
半
島
・
知
多
半
島
に
分
布

し
、
濃
尾
平
野
の
低
地
部
に
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
が
、
小
さ
な
個
体
群
が

い
く
つ
か
あ
る
。
町
で
は
、
五
条
川
・

合
瀬
川
と
い
っ
た
河
川
や
水
路
な
ど

で
泳
い
で
い
る
姿
が
ま
れ
に
見
ら
れ
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
に
は
用

水
路
で
幼
体
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
（
1
―
2
―
10
）
。
一
方
、
河
川
・

水
路
な
ど
で
見
か
け
る
カ
メ
と
し
て
は
外
来
種
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ

ミ
ミ
ガ
メ
が
圧
倒
的
に
多
く
、
晴
天
の
日
に
は
、
五
条
川
・
合
瀬
川

な
ど
の
護
岸
や
中
州
な
ど
で
複
数
個
体
が
集
ま
り
甲
羅
干
し
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

ヤ
マ
カ
ガ
シ

　
日
本
固
有
種
で
、
顎
の
後
ろ
に
毒
腺
を
持
ち
、
こ
の

毒
と
は
別
に
頸け

い

部ぶ

の
皮
膚
の
下
に
も
毒
腺
を
持
つ
ヘ
ビ
で
あ
る
。
か

つ
て
は
水
田
に
多
い
カ
エ
ル
食
の
代
表
格
で
あ
っ
た
が
、
農
薬
の
使

用
や
餌
と
な
る
カ
エ
ル
類
の
減
少
、
土
地
改
良
に
よ
る
乾
田
化
、
交

通
事
故
死
な
ど
で
県
内
の
減
少
傾
向

は
顕
著
で
あ
り
、
平
野
部
で
は
ほ
と

ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
町
内
で
は
、
河
北
地
区

の
水
田
や
そ
の
周
辺
の
合
瀬
川
の
河

川
敷
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
（
1
―
2
―
11
）
。
そ
の
他
有
毒
ヘ

ビ
で
は
、
ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
も
同
じ
地

域
で
生
息
を
確
認
し
て
い
る
。

ナ
ゴ
ヤ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル

　
町
内
の
水
田
や
そ
の
周
辺
の
水
辺
環
境
で

見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
固
有
種
で
東
海
か
ら
近
畿
、
中
国

地
方
に
分
布
す
る
。
生
息
地
で
あ
る
水
辺
環
境
の
減
少
・
喪
失
に
よ

1-2-9　 ニホン イ シガメ

1-2-11　 ヤマカ ガシ

1-2-10　 ニホン イ シガメ の幼体
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り
絶
滅
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
環
境
省
・
愛
知
県
に
よ
っ
て
絶
滅
危

惧
種
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
よ
り
ず
ん
ぐ
り

し
た
体
型
で
あ
る
。
本
種
は
水
辺
か
ら
は
な
れ
な
い
傾
向
が
強
く
、

一
生
を
通
じ
て
低
湿
地
で
生
活
す
る
。

　
土
地
開
発
や
住
宅
開
発
に
よ
り
湿
地
・
水
田
と
い
っ
た
貴
重
な
水

辺
環
境
が
喪
失
し
生
息
地
が
減
少
し
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ら
の
絶
滅

危
惧
種
に
限
ら
ず
、
水
辺
環
境
に
依
存
し
て
い
る
多
く
の
在
来
の
は

虫
類
・
両
生
類
は
今
後
、
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
。

魚
類

　
大
口
町
北
部
地
域
の
五
条
川
と
合
瀬
川
、
そ
の
周
辺
の
農
業
水
路
・

水
田
・
湿
地
な
ど
で
確
認
で
き
た
魚
類
な
ど
を
一
覧
と
し
て
示
し
た

（
1
―
2
―
12
）
。
魚
類
は
、
二
一
種
で
、
コ
イ
・
ギ
ン
ブ
ナ
・
オ
イ
カ

ワ
・
ヌ
マ
ム
ツ
・
タ
モ
ロ
コ
・
ド
ジ
ョ
ウ
・
ナ
マ
ズ
な
ど
は
普
通
に

よ
く
見
ら
れ
る
が
、
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
・
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
・
カ
ワ
ヒ
ガ

イ
・
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
・
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
は
五
条
川
で
単
体
又
は
数
個

体
の
み
生
息
が
確
認
で
き
た
だ
け
で
、
現
在
よ
く
見
ら
れ
る
種
と
は

い
え
ず
詳
し
い
生
息
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
外
来
種
で
は
、

オ
オ
ク
チ
バ
ス
・
ブ
ル
ー
ギ
ル
・
カ
ダ
ヤ
シ
・
カ
ム
ル
チ
ー
が
見
ら

れ
る
。

ト
ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

　

町
内
で
は
、
水
田
周
辺
の
水
路
内
の
サ

ラ
サ
ラ
と
し
た
砂
地
に
生
息
し
て
い
る

（
1
―
2
―
13
）
。
オ
ス
の
体
長
は
五
㎝
・

メ
ス
は
七
㎝
で
東
海
地
方
（
静
岡
西
部

と
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
の
伊
勢

湾
流
入
河
川
の
み
）
に
分
布
し
、
た
め

池
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
水
路
、
水
田
地

1-2-13　 ト ウカ イ コ ガタ スジシマド ジョ ウ

種　 類 名　 称

魚　 類

コ イ 、 ギンブナ、 ヤリ タ ナゴ、 カワ バ

タ モロ コ 、 オイ カ ワ （ シラ ハエ）、 ヌ

マムツ、 モツ ゴ、 カワ ヒ ガイ 、 タ モロ

コ 、 カマツ カ、 ド ジョ ウ 、 ト ウ カイ コ

ガタ ス ジシマド ジョ ウ 、 ナマズ、 カダ

ヤシ、 ミ ナミ メ ダカ、 ブルーギル、 オ

オク チバス 、 ヌ マチチブ、 カワ ヨ シノ

ボリ 、 カムルチー、 ニホンウ ナギ

貝　 類

ス ク ミ リ ンゴガイ 、 マルタ ニシ、 ヒ メ

タ ニシ、 マツ カサガイ 、 カワ ニナ、 マ

シジミ 、 タ イ ワ ンシジミ 、 ト ンガリ サ

サノ ハガイ

その他

水生生物

チス イ ビル、 ウ マビ ル、 ミ ナミ ヌ マエ

ビ 、 ス ジエビ、 アメ リ カザリ ガニ、 モ

ク ズガニ、 ミ ズムシ、 カイ エビ、 カブ

ト エビ 類、 ホウ ネンエビ

1-2-12　 町内で見ら れる 魚類・ 貝類・ その他水生生物一覧
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帯
の
河
川
に
生
息
す
る
。
丘
陵
地
か
ら
平
野
部
の
水
田
地
帯
に
広
く

生
息
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
生
息
地
の
開
発
、
水
質
の
悪
化

な
ど
に
よ
り
絶
滅
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い
。

カ
ム
ル
チ
ー

　
通
称
「
ラ
イ
ギ
ョ
」
と
呼
ば
れ
る
。
大
型
の
肉
食
魚

で
あ
り
、
魚
類
・
両
生
類
・
哺
乳
類
な
ど
を
捕
食
す
る
。
日
本
へ
は

朝
鮮
半
島
及
び
中
国
大
陸
な
ど
か
ら
一
九
二
〇
年
代
頃
持
ち
込
ま
れ

た
。
町
民
の
話
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
頃
の
町
内
の
た
め
池
で
は
よ

く
見
ら
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
る
こ
と
が
な

く
、
五
条
川
で
ま
れ
に
姿
を
見
か
け
る
程
度
で
あ
る
。
本
種
の
ほ
か

に
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
や
コ
ウ
タ
イ
な
ど
の
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
科

の
魚
も
「
ラ
イ
ギ
ョ
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
カ
ム
ル
チ
ー
以
外
の
種
の

生
息
は
県
内
で
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

貝
類

　
水
田
や
水
路
内
に
お
い
て
、
在
来
種
で
は
、
マ
ル
タ
ニ
シ
・
ヒ
メ

タ
ニ
シ
・
マ
シ
ジ
ミ
が
、
そ
し
て
外
来
種
で
は
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
、

タ
イ
ワ
ン
シ
ジ
ミ
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
一
部
の
水
路
で
は
数
は
少

な
い
が
、
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
・
ト
ン
ガ
リ
サ
サ
ノ
ハ
ガ
イ
な
ど
の
在
来

性
の
希
少
な
二
枚
貝
が
確
認
で
き
た
。

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

　
南
米
原
産
で
一
九
八
〇
年
代
頃
に
食
用
の
た

め
ア
ジ
ア
各
国
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
通
称
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
と
呼
ば

れ
、
流
れ
の
緩
や
か
な
水
路
・
細
流
・
湖
沼
・
水
田
な
ど
比
較
的
水

温
が
上
が
り
や
す
い
淡
水
域
を
好
む
よ
う
で
あ
る
。
町
内
の
水
田
や

水
路
に
大
繁
殖
し
て
お
り
、
産
卵
期
に
は
、
ピ
ン
ク
色
の
卵
塊
が
水

田
・
水
路
内
の
壁
面
、
稲
穂
な
ど
陸
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
産
み
つ

け
ら
れ
て
い
る
（
1
―
2

―
14
）
。
本
種
が
県
内
に

移
入
・
定
着
し
た
の

は
、
一
九
八
五
年
頃
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
町
内
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
正
確
な

年
代
は
不
明
で
あ
る
。

昆
虫
類

　
昆
虫
類
は
全
体
の
種
数
が
多
く
、
県
内
だ
け
で
も
記
録
種
は
、
二

九
目
五
二
二
科
一
万
四
四
三
種
と
な
る
。
体
が
小
さ
く
様
々
な
自
然

環
境
に
生
息
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
全
体
数
を
把
握
す
る
た
め
に
は

十
分
な
人
員
・
経
費
・
期
間
・
機
材
な
ど
も
確
保
し
、
各
昆
虫
の
生 1-2-14　 スク ミ リ ン ゴガイ の卵塊
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態
や
生
息
環
境
な
ど
に
合
わ
せ
た
調
査
方
法
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
河
北
地
区
の
北
部
地
域
周
辺
に
あ
る
自
然
環
境
（
五

条
川
・
合
瀬
川
の
河
川
敷
・
水
田
の
畔
・
畑
地
・
休
耕
田
・
緑
地
・

土
中
・
雑
木
林
な
ど
）
を
中
心
に
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
主
と

し
て
昆
虫
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
し
た
地
域
内

で
は
な
い
が
、
町
内
の
特
定
の
竹
や
ぶ
に
お
い
て
ヒ
メ
ボ
タ
ル
が
生

息
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

　
調
査
の
結
果
、
八
目
五
九
科
一
四
〇
種
の
昆
虫
が
確
認
で
き
た
が
、

種
数
が
多
い
た
め
、
主
な
昆
虫
を
種
類
別
に
ま
と
め
た
（
1
―
2
―

15
）
。
河
川
敷
や
土
手
な
ど
で
は
、
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
・
キ
タ
テ
ハ
・
ツ

マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
・
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
・
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
・

タ
イ
ワ
ン
タ
ケ
ク
マ
バ
チ
・
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

な
ど
が
、
草
地
で
は
、
オ
ン
ブ
バ
ッ
タ
・
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
・
ト
ノ

サ
マ
バ
ッ
タ
が
、
水
田
・
水
路
内
で
は
、
ア
メ
ン
ボ
・
ヒ
メ
ガ
ム
シ
・

ハ
イ
イ
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
の
水
生
昆
虫
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
雑

木
林
内
の
樹
木
に
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
・
コ
ク
ワ
ガ
タ
・
カ
ナ
ブ
ン
な

ど
が
樹
液
を
求
め
て
集
ま
り
、
樹
木
の
根
本
や
落
葉
な
ど
が
堆
積
し

た
腐
葉
土
中
な
ど
に
は
、
セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
・
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
な
ど

徘は
い

徊か
い

性
の
昆
虫
が
見
ら
れ
た
。

目　 名 科・ 種数 主な昆虫

ト ン ボ目 5科8種
ハグロト ンボ、 アジアイト ト ンボ、 ギンヤンマ、 ナツアカネ、 アキア

カネ、 ウスバキト ンボ、 シオカラト ンボ

バッ タ 目 6科12種
エンマコオロギ、 ケラ、 ク サキリ 、 クビキリ ギリ ス、 ツユムシ、 ト

ノ サマバッタ、 オンブバッタ、 ツチイナゴなど

カ マキリ 目 1科4種
コカマキリ 、 オオカマキリ 、 カマキリ 、 ハラビロカマキリ 、 ムネア

カハラビロカマキリ

カ メ ムシ目 11科22種
ニイニイゼミ 、 ク マゼミ 、 コオイムシ、 マツモムシ、 シマアメ ンボ、

アカシマサシガメ 、 キマダラカメ ムシ、 アカスジカメ ムシなど

コ ウチュ ウ目 16科47種
アト ワアオゴミ ムシ、 ハイイロゲンゴロウ、 ヒ メ ガムシ、 コクワガタ、

カブト ムシ、 ヤマト タ マムシ、 アオド ウガネ、 キボシカミ キリ など

ハエ目 5科7種
アオメ アブ、 ホソヒ ラタアブ、 シマアシブト ハナアブ、 ミ スジミ バ

エ、 メ スアカケバエなど

チョ ウ目

チョ ウ類
4科15種

アオスジアゲハ、 アゲハ、 ミ ヤマカラスアゲハ、 キタキチョ ウ、 キ

タテハ、 ツマグロヒ ョ ウモン、 ゴマダラ チョ ウ、 ヤマト シジミ など

チョ ウ目ガ類 5科7種 ホタルガ、 カノ コガ、 シロヒト リ 、 クロホウジャクなど

ハチ目 6科18種

クロアナバチ、 オオセイボウ、 フタモンアシナガバチ、 コガタスズメ

バチ、 ニホンミ ツバチ、 セイヨ ウミ ツバチ、 タイワンタケク マバチな

ど

1-2-15　 町内で見ら れる 主な昆虫類
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ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

　
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
に
分
類
さ
れ
る
チ
ョ
ウ

の
一
種
で
あ
る
。
南
方
系
の
チ
ョ
ウ
で
世
代
を
重
ね
な
が
ら
生
息
域

が
北
上
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
県
西
部
で
記
録
が
増
す
よ
う
に
な
り
、

数
年
後
に
は
県
内
の
広
範
囲
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幼
虫
は
、

パ
ン
ジ
ー
を
は
じ
め
園
芸
品
種
の
ス
ミ
レ
類
を
広
く
食
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
栽
培
地
域
の
拡
大
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る
冬
季
の
最

低
気
温
上
昇
な
ど
に
よ
っ
て
生
息
域
が
拡
大
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
本
種
は
、
調
査
地
に
限
ら
ず
町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
確

認
で
き
る
。

タ
イ
ワ
ン
タ
ケ
ク
マ
バ
チ

　

ミ
ツ
バ
チ
科
に
属
す
る
ハ

ナ
バ
チ
類
の
一
種
で
あ
る

（
1
―
2
―
16
）
。
体
長
は
二

二
㎜
～
二
八
㎜
で
、
竹
の

中
に
穴
を
作
っ
て
幼
虫
を

育
て
る
。
中
国
産
の
輸
入
竹
か
ら
侵
入
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

県
内
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
発
見
以
来
、
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、

在
来
種
の
キ
ム
ネ
ク
マ
バ
チ
や
そ
の
他
の
花
粉
を
利
用
す
る
昆
虫
と

の
競
合
や
竹
材
活
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る
。
調
査
地
で
は
、

五
条
川
や
合
瀬
川
河
川
敷
、
緑
地
帯
な
ど
で
確
認
で
き
た
。

オ
オ
セ
イ
ボ
ウ

　
セ
イ
ボ
ウ
科
に
分
類
さ
れ
る
寄
生
蜂
（
昆
虫
の
体

内
に
寄
生
す
る
ハ
チ
）
の
一
種
で
あ
る
（
1
―
2
―
17
）
。
体
長
は
七

㎜
～
二
十
㎜
で
色
彩
は
変
化
に
富
み
、
紫
薫
色
か
ら
青
緑
色
、
頭
部

及
び
体
側
部
は
緑
金
色
に
な

る
個
体
も
あ
る
。
花
に
や
っ

て
く
る
。
幼
虫
は
ス
ズ
バ

チ
・
ト
ッ
ク
リ
バ
チ
な
ど
の

巣
に
寄
生
し
て
育
つ
。
五
条

川
の
河
川
敷
の
草
地
周
辺
を

飛
翔
し
て
い
た
。

キ
マ
ダ
ラ
カ
メ
ム
シ

　
カ
メ
ム
シ
科
に
分
類
さ
れ
る
カ
メ
ム
シ
の
一

種
。
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の
帰
化
種
で
、
サ
ク
ラ
・
カ
キ
な

ど
の
樹
木
に
寄
生
す
る
。
近
年
分
布
が
急
速
に
北
上
・
拡
大
し
て
お

り
、
県
内
で
は
二
〇
一
一
年
に
名
古
屋
市
瑞
穂
区
で
最
初
に
確
認
さ

れ
た
。
他
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
植
栽
樹
と
共
に
持
ち
込
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

1-2-16

タ イ ワン タ ケク マバチ

1-2-17　 オオセイ ボウ
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コ
オ
イ
ム
シ

　
コ
オ
イ
ム
シ
科
に
分
類
さ
れ
る
カ
メ
ム
シ
の
一
種
で
、

体
長
は
一
七
㎜
～
二
〇
㎜
で
、
体
は
扁へ

ん

平ぺ
い

で
卵
型
で
あ
る
。
巻
き
貝

や
昆
虫
類
を
食
べ
る
。
名
前
の
通
り
、
メ
ス
が
オ
ス
の
背
中
に
卵
を

産
み
付
け
、
オ
ス
が
背
中
に
卵
を
背
負
っ
て
孵
化
す
る
ま
で
守
る
。

水
草
の
多
い
溜た

め
池
、
水
田
地
帯
の
素
掘
り
の
水
路
、
休
耕
田
や
湿

地
の
浅
い
水
た
ま
り
、
河
川
の
ワ
ン
ド
な
ど
に
生
息
す
る
。
環
境
省

の
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
県
内
で
は
、
比
較
的
産

地
・
個
体
数
は
多
い
。

ヒ
メ
ボ
タ
ル

　
ホ
タ
ル
科
に
分
類
さ
れ
る
コ
ウ
チ
ュ
ウ
の
一
種
で
あ

る
（
1
―
2
―
18
・
19
）
。
今
回
の
調
査
対
象
地
域
で
は
な
い
が
、
町
内

の
特
定
の
竹
や
ぶ
で
見
ら
れ
る
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

と
違
い
、
成
虫
・
幼
虫
と
も
に
陸
上
で
生
活
す
る
ホ
タ
ル
で
あ
り
、

小
型
（
五
・
五
㎜
～
九
・
五
㎜
）
だ
が
光
は
強
く
金
色
に
短
く
点
滅

す
る
。

　
町
内
で
は
、
竹
や
ぶ
内
を
毎
年
五
月
中
旬
頃
、
一
週
間
程
度
の
短

期
間
に
発
光
し
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
地

元
住
民
の
話
で
は
、
年
々
飛
翔
し
て
い
る
個
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
土
地
開
発
に
よ
る
、
竹
や
ぶ
の
減
少
や
街
路

灯
の
整
備
な
ど
の
都
市
化
に
よ
り
、
生
息
地
の
周
辺
環
境
が
変
化
し

た
こ
と
が
そ
の
一
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
確
認
場
所

は
生
息
地
保
全
の
観
点
か
ら
非
公
開
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
内
で
は
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
他
に
、
か
つ
て
木
津
用
水
を

は
じ
め
町
内
の
河
川
な
ど
で
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が

飛
翔
し
て
い
る
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
二
三
年
現
在
両
種

と
も
に
野
生
下
で
の
生
息
は
確
認
で
き
な
い
。

1-2-18　 ヒ メ ボタ ル

1-2-19　 ヒ メ ボタ ル（ 腹側）
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第
二
節

　
町
民
が
残
し
た
野
生
動
物
の
記
録

　
町
民
が
町
内
の
野
生
動
物
に
関
心
を
も
ち
、
積
極
的
に
記
録
を
残

し
た
事
例
や
、
町
民
が
野
生
動
物
と
の
か
か
わ
り
や
当
時
の
風
景
な

ど
の
記
憶
を
コ
ラ
ム
形
式
で
ま
と
め
た
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
。

「
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
余
野
周
辺
採
集
昆
虫
写
生
図
」（
近
藤
豊
治
氏
作
）

　
余
野
地
区
在
住
だ
っ
た
近
藤
豊
治
氏
（
一
九
二
五
～
二
〇
一
八

年
）
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
の
夏
に
、
養
蚕
や
田
の
草

取
り
を
す
る
昼
休
み
の
合
間
に
、
採
取
し
た
昆
虫
を
標
本
化
し
、
そ

れ
を
一
枚
の
絵
画
（
横
一
〇
一
㎝
×
縦
七
一
㎝
）
と
し
て
描
き
上
げ

た
。

　
「
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
余
野
周
辺
採
集
昆
虫
写
生
図
」
と
題
さ
れ
、

チ
ョ
ウ
類
を
は
じ
め
一
〇
三
個
体
の
昆
虫
が
原
寸
大
で
精せ

い

緻ち

に
描
か

れ
て
い
る
（
1
―
2
―
20
）
。

　
内
訳
と
し
て
は
、
チ
ョ
ウ
・
ガ
類
が
三
六
個
体
、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類

（
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
・
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
・
ホ
タ
ル
な
ど
の

仲
間
）
が
三
六
個
体
、
ハ
チ
類
が
一
三
個
体
、
ト
ン
ボ
類
が
一
〇
個

体
、
ハ
エ
類
が
五
個
体
、
カ
メ
ム
シ
類
（
セ
ミ
）
が
三
個
体
で
あ
る
。

1-2-20　「 丹羽郡大口村大字余野周辺採集昆虫写生図」（ 大口町教育委員会所蔵）
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カ
ブ
ト
ム
シ
・
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
・
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
・
ナ

ミ
ア
ゲ
ハ
・
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

な
ど
、
描
か
れ
て
い
る
昆
虫
の
多
く
は
現
在
で
も
県
内
で
一
般
的
に

見
ら
れ
る
昆
虫
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
下
方
に
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類
の
一
種
で
「
キ
ベ
リ
マ
ル
ク
ビ

ゴ
ミ
ム
シ
」（
1
―
2
―
21
）
と
呼
ば
れ
る
昆
虫
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ

の
昆
虫
は
『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い
ち
二
〇
二
〇
―
動
物
編
―
』

に
お
い
て
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類
（
ご
く
近
い
将
来
に
お
け
る
絶
滅
の
危

険
性
が
極
め
て
高
い
も
の
）
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
こ
の
五
十
年
ほ
ど
の
間
、
生
息
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
す

で
に
絶
滅
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
県
内
で

は
庄
内
川
河
川
敷
、
名
古
屋
市
内
各
地
な
ど
で
採
集
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
。
か
つ
て
は
平
野
部
に
お
い
て
普
通
に
見
ら
れ
た
が
、
以
降

県
内
で
は
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
希
少
な
昆
虫
で
あ
り
、
絵
画

が
制
作
さ
れ
た
一
九
四
八
年
時
点
で
は
、
余
野
地
区
に
本
種
が
生
息

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
・
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
（
1
―
2
―
22
）

な
ど
、
町
内
に
お
い
て
野
生
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
昆
虫
も
描
か

れ
て
お
り
、
当
時
の
余
野
地
区
に
生
息
し
て
い
る
昆
虫
層
を
知
る
上

で
貴
重
な
絵
画
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
一
〇
三
個
体
中
八
七
個
体
の
昆
虫
の
種
名
を
特
定
し
た
が
、
一
六

個
体
（
チ
ョ
ウ
類
三
個
体
、
ガ
類
二
個
体
、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類
二
個
体
、

ハ
チ
類
二
個
体
、
ト
ン
ボ
類
二
個
体
、
ハ
エ
類
五
個
体
）
は
、
形
態

や
模
様
以
外
に
、
裏
側
の
模
様
や
、
体
内
に
あ
る
諸
器
官
を
調
べ
る

な
ど
し
な
け
れ
ば
種
の
特
定
は
難
し
い
。

　
こ
の
絵
画
は
、
近
藤
氏
の
没
後
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
十

一
月
二
十
一
日
に
遺
族
に
よ
っ
て
町
へ
寄
付
さ
れ
、
二
〇
二
三
（
令

和
五
）
年
現
在
、
大
口
町
中
央
公
民
館
二
階
廊
下
に
展
示
さ
れ
て
い

る
。

1-2-21　 キベリ マルク ビ ゴミ ムシ

1-2-22　 ゲン ジボタ ル
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『
余
野
の
タ
ヌ
キ

　
ポ
ン
子
と
ポ
ン
太
』
（
近
藤
俊
夫
氏
作
）

　
余
野
地
区
在
住
だ
っ
た
近
藤
俊
夫
氏
（
一
九
二
五
～
二
〇
一
七

年
）
は
、
地
元
の
休
耕
田
に
お
い
て
野
生
の
ホ
ン
ド
ギ
ツ
ネ
や
ホ
ン

ド
タ
ヌ
キ
を
撮
影
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
（
1
―
2
―
23
・
24
）
。

　
そ
の
写
真
は
、
中
日
新
聞
（
一
九
八
七
年
七
月
二
十
九
日
尾
張
版
七

頁
）
に
「
タ
ヌ
キ
の
親
子
連
れ 

執
念
で
撮
影
成
功
」
と
の
見
出
し
で

紹
介
さ
れ
、
撮
影
に
至
る
経
緯
も
含
め
て
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
藤
氏
は
そ
の
写
真
を
使
用
し
て
『
余
野
の
タ
ヌ
キ

　
ポ

ン
子
と
ポ
ン
太
』
（
1
―
2
―
25
）
と
い
う
本
を
制
作
し
た
。

　
こ
の
絵
本
で
は
、
タ
ヌ
キ
を
ポ
ン
子
と
ポ
ン
太
と
名
付
け
、
子
育

て
か
ら
、
こ
の
地
を
去
っ
て
い
く
ま
で
の
数
か
月
間
に
つ
い
て
、
撮

影
し
た
写
真
を
も
と
に
、
「
お
じ
さ
ん
」
と
「
ポ
ン
子
」
「
ポ
ン
太
」

の
出
会
い
か
ら
別
れ
ま
で
を
物
語
と
し
て
書
い
て
い
る
。
文
章
を
自

ら
執
筆
し
、
写
真
を
直
接
貼
り
付
け
た
手
作
り
の
本
は
、
町
内
の
小

学
校
に
教
材
と
し
て
提
供
さ
れ
、
大
口
町
教
育
委
員
会
に
も
保
管
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
写
真
や
絵
本
は
、
当
時
の
余
野
地
区
に
生
息
し
て
い
た

タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
な
ど
の
生
活
史
や
、
当
時
の
野
生
動
物
を
と
り
ま

く
余
野
地
区
の
自
然
環
境
の
あ
り
方
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

1-2-23　 タ ヌ キの兄弟（ 1987年撮影）

1-2-24　 キツ ネの親子（ 1987年撮影）1-2-25　『 余野のタ ヌ キ　 ポン 子と ポン 太』
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こ
こ
で
は
、
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
昔
の
町
内
の
自
然
に
関
す
る

思
い
出
な
ど
を
コ
ラ
ム
形
式
で
紹
介
す
る
。
町
内
で
は
も
う
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
風
景
や
生
き
も
の
な
ど
が
登
場
す
る
の
で
興
味
深
い
。

　「
ラ
イ
ギ
ョ
釣
り
と
貝
と
り
」
は
、
外
坪
地
区
の
住
民
に
よ
る
一
九

五
〇
年
頃
の
思
い
出
話
で
あ
る
。
そ
の
住
民
は
当
時
、
小
学
生
だ
っ
た
。

　
「
ラ
イ
ギ
ョ
」
と
は
「
カ
ム
ル
チ
ー
」
（
1
―
2
―
26
）
の
こ
と
を
指

す
と
思
わ
れ
る
（
第
一
編
第
二
章
第
一
節
）
。

　
「
カ
ラ
ス
ガ
イ
」
や
「
ド
ウ
ビ

ン
」
は
淡
水
性
の
二
枚
貝
で
あ

る
。「
ド
ウ
ビ
ン
」
の
正
式
名
称

は
「
ド
ブ
ガ
イ
」
で
あ
り
、
一

般
的
に
泥
臭
く
食
用
に
は
向
か

な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
町

内
で
は
な
い
が
、
水
の
き
れ
い

な
場
所
で
生
息
し
て
い
る
も
の

は
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

ラ
イ
ギ
ョ
釣
り
と
貝
と
り

　
私
の
子
ど
も
の
頃
、
昭
和
二
十
年
代
は
、
池
や
境
川
（
私
が
住
む
外
坪

地
区
を
流
れ
る
小
川
）
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
が

多
い
時
代
で
、
そ
の
横
に
は
池
が
あ
っ
て
魚
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
間
で
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
ラ
イ
ギ
ョ
釣
り
で
、
釣
り
竿
に
、
カ

エ
ル
の
皮
を
む
い
て
針
に
引
っ
掛
け
て
池
に
入
れ
る
と
、
面
白
い
よ
う
に
ラ

イ
ギ
ョ
が
釣
れ
ま
し
た
。　
家
の
空
地
で
、
壁
土
用
の
土
を
掘
る
の
で
池
が

で
き
て
、
そ
こ
に
釣
っ
た
ラ
イ
ギ
ョ
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
父
は
、
台
湾
に
兵
隊
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
イ
ギ
ョ
を
「
タ
イ
ワ

ン
ド
ジ
ョ
ウ
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
、
私
も
「
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
」
と

か
「
ソ
ウ
ギ
ョ
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
秋
に
な
っ
て
「
カ
エ
ド
リ
」
の
時
期
に
な
る
と
、
大
人
が
魚
を
取
っ
た

後
に
子
ど
も
が
入
っ
て
フ
ナ
や
モ
ロ
コ
を
捕
っ
て
持
ち
帰
り
、
焼
い
て
串

に
刺
し
て
か
ら
さ
ら
に
干
し
た
も
の
を
祭
り
の
押
し
寿
司
に
乗
せ
た
り
し

ま
し
た
が
、
ラ
イ
ギ
ョ
は
食
べ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
境
川
で
は
、
貝
も
よ
く
と
り
ま
し
た
。
ジ
ョ
ウ
レ
ン
や
マ
ン
ノ
を
持
っ

て
い
き
、
黒
く
て
大
き
い
「
ド
ウ
ビ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
二
枚
貝
と

少
し
細
長
い
感
じ
の
「
カ
ラ
ス
ガ
イ
」
が
よ
く
取
れ
ま
し
た
。

　
「
カ
ラ
ス
ガ
イ
」
は
、
私
だ
け
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
が
薄

い
感
じ
で
あ
ま
り
人
気
が
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
実
の
大
き
い
「
ド
ウ

ビ
ン
」
は
持
ち
帰
っ
て
、
家
で
味
噌
あ
え
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
今
で
は
、

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

1-2-26　 カ ムルチー（ 五条川）
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郷 き
ょ
う

愁
し
ゅ
う

の
淡
水
魚

　
肥ひ

沃よ
く

な
土
壌
と
清
流
が
結
ば
れ
る
荒
井
の
あ
た
り
は
、
多
様
な
生
き
物

が
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
淡
水
魚
の
種
類
も
豊
富
で
、
昔
は
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
や
ア
ユ
な
ど
を
見
か
け
ま
し
た
。
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
は
、
目
の
後
ろ
に
七

つ
の
え
ら
穴
が
あ
っ
て
口
が
吸
盤
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
面
白
い
魚
で
、

ア
ユ
は
、
秋
ご
ろ
、
木
津
用
水
の
橋
の
下
か
ら
群
れ
を
な
し
て
泳
い
で
い

る
の
が
見
え
ま
し
た
が
、
と
て
も
賢
い
魚
で
、
子
供
の
こ
ろ
捕
ま
え
よ
う

と
試
み
て
も
、
素
早
く
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、
手
に
負
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
浅
瀬
の
流
れ
が
速
い
所
で
は
、
ハ
ゼ
に
似
た
魚
を
よ
く
見
か
け
、
方
言

で
ス
ナ
ク
ジ
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
背
中
が
ぶ
つ
ぶ
つ
で
動
き
が
鈍

い
ダ
ボ
と
い
う
珍
し
い
魚
や
、
身
体
が
透
き
と
お
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
シ
マ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
、
ア
シ
の
茂
る
水
辺
に
は
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
を
見
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
ウ
シ
の
よ
う
な
鳴
き
声
を
す
る
大
き
な
ウ
シ
ガ
エ
ル
も
見

か
け
、
人
が
あ
ま
り
近
づ
け
な
い
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
よ
う
な
所
で
は
、

背
中
が
黒
く
て
腹
が
赤
い
両
生
類
の
イ
モ
リ
を
見
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
ド
ジ
ョ
ウ
は
至
る
所
に
い
ま
し
た
が
、
雨
が
降
り
「
い
ぼ
れ
」
の
水
が

増
す
と
、
ど
こ
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
の
か
一
斉
に
「
い
ぼ
れ
」
の
流
れ
に

向
か
っ
て
泳
ぎ
始
め
ま
す
。
そ
の
時
に
な
る
と
祖
父
は
器
用
に
竹
製
の
「
い

げ
」
を
作
り
、
「
い
ぼ
れ
」
に
土
手
を
築
き
、
「
い
げ
」
を
仕
掛
け
、
登
る

習
性
の
あ
る
ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。
「
い
げ
」
に
は
「
あ
ご
」

と
呼
ば
れ
る
一
度
魚
が
中
に
入
る
と
再
び
外
へ
出
ら
れ
な
い
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
て
、
と
て
も
多
く
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
て
い
た
の
が
面
白
か
っ

た
で
す
。
捕
ま
え
た
ド
ジ
ョ
ウ
は
、
料
理
の
材
料
と
な
り
ま
す
。
ぬ
め
り

と
泥
臭
さ
を
取
り
除
き
、
身
を
引
き
締
め
る
た
め
赤
唐
辛
子
を
い
く
つ
か

瓶
に
放
り
込
み
、
毎
日
、
水
を
取
り
替
え
て
い
ま
し
た
。
ド
ジ
ョ
ウ
の
料

理
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
代
表
的
な
も
の
は
ド
ジ
ョ
ウ
鍋
で
、
冬と

う

瓜が
ん

と

ド
ジ
ョ
ウ
を
濃
い
味
噌
で
煮
込
み
ネ
ギ
を
刻
ん
で
た
べ
る
独
特
の
田
舎
料

理
で
す
。
寒
い
と
き
に
は
あ
っ
た
ま
る
の
で
大
変
う
れ
し
い
料
理
で
し
た
。

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

石
諸
子
（
イ
シ
モ
ロ
コ
）

　
木
曽
川
水
系
で
魅
力
的
な
淡
水
魚
は
「
石い

し

諸も
ろ

子こ

」
で
す
。
形
は
ア
ユ
に

似
て
、
成
魚
で
も
せ
い
ぜ
い
一
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
川
石
の
下
に
身
を
隠

し
、
な
か
な
か
人
目
に
つ
き
ま
せ
ん
。
腹
部
に
黄
色
い
模
様
が
あ
っ
て
、

こ
れ
が
大
変
美
し
く
、
秋
落
ち
の
木
津
用
水
で
こ
の
石
諸
子
を
捕
ま
え
る

こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
石
の
下
に
は
、
石
諸
子
の
ほ

か
に
、
ア
カ
ザ
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な
魚
も
潜
ん
で
い
て
、
ア
カ
ザ
を
私

達
は
「
赤あ

か

鯰な
ま
ず」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ア
カ
ザ
の
口 く

ち

髭ひ
げ

あ
た
り
に
触

れ
る
と
蜂
に
刺
さ
れ
た
よ
う
な
痛
み
が
走
り
、
こ
い
つ
に
は
大
変
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）
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「
郷
愁
の
淡
水
魚
」
・
「
石
諸
子
」
は
、
共
に
中
小
口
地
区
の
住
民

が
、
小
学
生
で
あ
っ
た
一
九
四
五
年
頃
の
生
き
物
に
ま
つ
わ
る
思
い

出
話
で
あ
る
。

　
コ
ラ
ム
に
登
場
す
る
多
様
な
生
物
の
中
に
は
、
標
準
和
名
で
は
な

く
当
時
の
地
方
名
や
俗
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
種
も
多
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
図
鑑
で
確
認
し
、
コ
ラ
ム
の
語
り
手
に
聞
き
取
り
調
査
を
し

て
俗
称
を
現
在
の
標
準
和
名
に
当
て
は
め
た
と
こ
ろ
、
「
ス
ナ
ク
ジ
」

と
は
「
カ
マ
ツ
カ
」
、「
ダ
ボ
」
は
「
ド
ン
コ
」
、「
シ
マ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
」

は
「
ト
ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
」
、
「
イ
モ
リ
」
は
「
ア

カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
」
、
「
イ
シ
モ
ロ
コ
」
と
は
「
モ
ツ
ゴ
」
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
コ
ラ
ム
に
登
場
す
る
動
物
を
ま
と
め
る
と
、
ヤ
ツ
メ

ウ
ナ
ギ
（
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
）・
ア
ユ
・
カ
マ
ツ
カ
・
ド
ン
コ
・
ト
ウ
カ
イ

コ
ガ
タ
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
・
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
・
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ボ

リ
・
ウ
シ
ガ
エ
ル
・
ド
ジ
ョ
ウ
・
モ
ツ
ゴ
・
ア
カ
ザ
と
な
り
魚
類
が

九
種
、
両
生
類
が
二
種
で
あ
る
。
ド
ジ
ョ
ウ
・
ト
ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス

ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
・
カ
マ
ツ
カ
・
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
・
ウ
シ
ガ
エ
ル
・

モ
ツ
ゴ
は
二
〇
二
三
年
に
お
い
て
も
町
内
の
河
川
や
水
田
周
辺
の
用

排
水
路
な
ど
の
水
辺
環
境
で
よ
く
見
ら
れ
る
生
物
で
あ
る
。

　
「
荒
井
」
（
1
―
2
―
27
）
と
は
、
上
小
口
地
区
と
中
小
口
地
区
の
境

界
部
に
あ
る
「
荒
井
堰せ

き

」
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
こ
は
、
か
つ
て
生
き

物
が
豊
富
に
あ
つ
ま
る
場
所
と
し

て
、
釣
り
を
し
た
り
生
き
物
を
捕

ま
え
た
り
す
る
遊
び
場
と
し
て
有

名
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
家
の
周
り
に
は
排
水
と
し
て
の

役
割
の
あ
る
「
い
ぼ
れ
」
が
掘
っ

て
あ
り
、
そ
こ
に
魚
が
流
入
し
て

く
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
、「
い

げ
」（
「
う
げ
」
と
も
称
す
）（
1
―

2
―
28
）
と
呼
ば
れ
る
漁
具
を
用
い

て
「
い
ぼ
れ
」
に
土
手
を
築
き
そ

の
魚
を
捕
ま
え
て
食
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ラ
ム
で
は

ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
て
鍋
に
し
て

食
べ
た
と
あ
る
。

　
当
時
の
荒
井
堰
に
お
け
る
自
然

環
境
の
豊
か
さ
、
生
物
の
多
様
性

が
こ
れ
ら
コ
ラ
ム
か
ら
う
か
が
え

1-2-27　 荒井の風景（ 1960年代頃）

（ 大口町歴史民俗資料館所蔵）
1-2-28　 いげ（ 大口町歴史民俗資料館所蔵）

27　  第二節　 町民が残し た野生動物の記録



る
。
な
お
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
の
荒
井
堰
は
、
常
時
水

量
が
多
く
流
れ
が
速
い
の
で
、
中
に
入
っ
て
泳
い
だ
り
魚
を
捕
ま
え

た
り
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
あ
る
（
1
―
2
―
29
）
。

　
こ
こ
で
、
登
場
し
た
魚
類
の
一
部
に
つ
い
て
写
真
を
掲
載
し
紹
介

す
る
。
モ
ツ
ゴ
（
1
―
2
―
30
）
と
カ
マ
ツ
カ
（
1
―
2
―
31
）
は
町
北

部
地
域
の
五
条
川
水
系
で
捕
獲
し
た
個
体
で
、
ド
ン
コ
（
1
―
2
―
32
）

と
ア
カ
ザ
（
1
―
2
―
33
）
は
江
南
市
北
部
地
域
の
木
曽
川
水
系
に
て

捕
獲
し
た
個
体
で
あ
る
。

1-2-29　 荒井堰（ 2020年 8 月撮影）

1-2-30　 モツ ゴ（ 五条川）1-2-32　 ド ン コ （ 木曽川）

1-2-31　 カ マツ カ （ 五条川）1-2-33　 アカ ザ（ 木曽川）
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ホ
タ
ル
の
思
い
出

　
町
で
は
一
九
六
五
年
頃
ま
で
、
五
条
川
や
木
津
用
水
な
ど
の
河
川

周
辺
で
野
生
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
見
ら
れ
、
捕
獲
・

観
賞
が
さ
れ
た
。
麦
わ
ら
で
作
ら
れ
た
「
ホ
タ
ル
籠か

ご

」
（
1
―
2
―
34
）

に
ホ
タ
ル
を
捕
獲
し
て
持
ち
帰
り
、
寝
る
時
に
蚊か

帳や

を
つ
っ
て
、
そ

の
中
で
ホ
タ
ル
が
光
を

放
っ
て
飛
び
交
う
の
を

楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
透

明
の
瓶
の
中
に
ホ
タ
ル

を
入
れ
て
観
賞
し
て
い

た
。

1-2-34　 ホタ ル籠

（ 大口町歴史民俗資料館所蔵）

ホ
タ
ル
の
思
い
出

　
子
ど
も
の
頃
、
五
条
川
に
も
ホ
タ
ル
が
い
ま
し
た
が
、
茂
み
の
下
の
方

に
い
る
ホ
タ
ル
は
、
捕
ま
え
て
は
い
け
な
い
と
父
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
理

由
を
尋
ね
る
と
「
マ
ム
シ
の
目
が
光
っ
て
、
ホ
タ
ル
と
見
ま
ち
が
え
る
か

ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
種
の
保
存
の
た
め
の
言
い
伝
え
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
昭
和
十
年
生
ま
れ
）

西
小
学
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
と
ホ
タ
ル

　
大
口
西
小
学
校
の
敷
地
内
に
つ
く
っ
た
ビ
オ
ト
ー
プ
に
あ
る
池
に
、
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
入
れ
た
の
は
、
平
成
十
三
年
六
月
ご
ろ
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
近
隣
の
住
民
達
で
協
力
し
て
こ
の
活
動
が
始
め
ら
れ
、
私
も

こ
れ
に
賛
同
し
て
一
緒
に
汗
を
流
し
て
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
た
だ
、

こ
の
ホ
タ
ル
が
成
虫
と
な
っ
て
飛
び
交
う
の
は
、
う
ま
く
い
っ
た
と
し
て

も
翌
年
の
夏
頃
で
は
な
い
か
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
夏
休
み
に
入
っ
た
こ
ろ
、
ビ
オ
ト
ー
プ
で
ホ
タ
ル
が
飛
ん

で
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。
ど
う
や
ら
池
の
水
質
が
変
化
し
た
こ

　
寮
に
住
む
女
工
さ
ん
を
誘
っ
て
、
木
津
用
水
に
ホ
タ
ル
を
見
に
行
く
友

達
を
う
ら
や
ま
し
く
見
て
い
ま
し
た
。
若
い
時
の
ち
ょ
っ
と
ほ
ろ
苦
い
思

い
出
で
す
。

（
昭
和
十
七
年
生
ま
れ
）

　

平
成
十
四
年
の
五
月
か
六
月
の
こ
と
。
夜
、
足
の
悪
い
母
に
付
き
添
っ

て
歩
い
て
い
る
と
、
母
の
肩
に
光
る
も
の
が
止
ま
り
ま
し
た
。
母
は
、

「
あ
ぁ
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
だ
。
ま
だ
い
る
の
ね
ぇ
。
お
父
さ
ん
が
、
迎
え
に
来

た
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
そ
の
年
の
冬
に
母
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
と
な
っ

て
は
、
母
と
の
大
切
な
思
い
出
で
す
。

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）
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ホ
タ
ル
の
飼
育

　
大
口
町
余
野
地
区
に
あ
る
大
口
西
小
学
校
で
は
、
二
〇
〇
一
年
三

月
か
ら
地
域
住
民
ら
と
協
力
し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
き
物
が
集
ま
る

空
間
）
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
。
学
校
内
に
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る

よ
う
、
ビ
オ
ト
ー
プ
「
西
っ
子
の
里
山
」
を
整
備
し
、
専
用
の
飼
育

室
に
て
人
工
飼
育
し
た
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
（
1
―
2
―
35
・
36
）

を
ビ
オ
ト
ー
プ
内
の
池
に
放
流
し
た
。
二
〇
二
三
年
現
在
も
ホ
タ
ル

が
生
息
で
き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

大
口
西
小
学
校
で
人
工
飼
育
さ
れ
て
い
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

と
で
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
の
好
物
で
あ
る
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
が
大
量
発
生

し
、
そ
の
結
果
幼
虫
の
成
長
が
早
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
も
飛
ば
そ
う
と
計
画
し
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
保

全
活
動
を
さ
れ
て
い
る
御
嵩
町
に
有
志
で
勉
強
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
い
た
だ
き
、
夢
中
に
な
っ
て

カ
ワ
ニ
ナ
を
育
て
ま
し
た
。
や
が
て
、
六
月
中
旬
か
ら
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

飛
び
始
め
、
そ
の
あ
と
に
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
も
飛
び
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ホ
タ
ル
は
、
特
に
蒸
し
暑
く
て
風
の
お
だ
や
か
な
夜
に
よ
く
見
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
内
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
を
間
近
で
見
た
り
、

ホ
タ
ル
を
見
に
き
て
く
れ
た
人
達
と
お
話
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
思
い
出
で
す
。

　
最
も
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
祖
父
母
を
連
れ
て
見
に
来

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
お
年
寄
り
が
、
昔
の
思
い
出
を
孫
に
語
っ
て
い
る

姿
を
見
て
心
が
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
あ
、
こ
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら

思
え
る
瞬
間
で
し
た
。
き
っ
と
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
り
守
っ
て
き
た
皆
さ

ん
も
同
じ
想
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
昭
和
三
十
三
年
生
ま
れ
）

写
真
二
点
は
大
口
西
小
学
校

よ
り
提
供

1-2-35　 ヘイ ケボタ ル（ 幼虫）

1-2-36　 ヘイ ケボタ ル（ 成虫）
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の
う
ち
、
主
な
種
を
数
種
と
り
あ
げ
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
二

〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
月
か
ら
二
〇
二
二
年
十
二
月
の
間
に
、
現

地
で
の
観
察
・
聞
き
取
り
・
採
集
な
ど
の
方
法
に
よ
り
調
査
・
記
録

し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
種
も
含
め
て
、
巻
末

資
料
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

町
の
主
な
植
物
に
つ
い
て

　
町
内
は
土
地
開
発
が
進
み
、
多
く
の
自
然
植
生
（
そ
の
地
域
本
来

の
自
然
環
境
の
も
と
に
成
立
し
て
い
る
植
生
）
が
失
わ
れ
て
お
り
、

人
為
的
な
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
代
償
植
生
（
人
間
活
動
の
影

響
を
受
け
た
後
に
成
立
し
た
植
生
）
が
多
い
。
町
で
見
ら
れ
る
主
な

植
物
を
1
―
2
―
38
に
ま
と
め
た
。

河
川
環
境
の
植
物

　
五
条
川
や
合あ

い

瀬せ

川
な
ど
の
河
川
内
・
河
川
敷
に
は
、
ヨ
シ
・
ジ
ュ

ズ
ダ
マ
・
オ
ギ
な
ど
背
丈
の
あ
る
湿
性
植
物
が
群
落
（
異
な
る
植
物

が
集
ま
っ
て
生
育
し
て
い
る
ま
と
ま
り
）
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

五
条
川
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
キ
シ
ョ
ウ
ブ
・
ミ
ゾ
ソ
バ
が
、
巾
下
川

や
境
川
で
は
マ
コ
モ
な
ど
抽
水
性
植
物
（
茎
や
葉
が
水
面
を
突
き
抜

け
て
空
気
中
に
出
る
植
物
）
の
群
落
も
あ
る
。
ま
た
、
五
条
川
の
川

1-2-37　 濃尾平野の地形

（『 濃尾平野の歴史 1 』 よ り 作成）

自然堤防帯

デルタ

各務洪積台地

小
牧
洪
積
台
地

犬
山
扇
状
地

犬
山
扇
状
地

庄
内
川

木
曽
川

揖
斐
川

長
良
川

扇状地

第
三
節

　
植
物

　
町
が
位
置
す
る
濃
尾
平
野
は
、
ほ
ぼ
木
曽
川
・
長
良
川
の
下
流
部

左
岸
か
ら
東
部
の
丘
陵
地
ま
で
の
広
大
な
平
坦
地
で
あ
る
（
1
―
2
―

37
）
。
こ
の
地
域
は
開
発
が
進
み
、
ほ
と
ん
ど
が
耕
作
地
や
住
宅
地
で

あ
り
、
比
較
的
自
然
度
が
高
い
箇
所
と
し
て
は
河
川
沿
い
し
か
な
い
。

特
に
木
曽
川
の
河
川
敷
は
発
達
し
、
多
く
の
注
目
す
べ
き
植
物
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　
町
内
で
植
物
を
多
く
目
に
す
る
主
な
場
所
と
し
て
は
、
五
条
川
を

は
じ
め
と
し
た
諸
河
川
内
や
河
川
敷
と
そ
の
周
辺
の
水
路
・
水
田
・

農
耕
地
な
ど
の
水
辺

を
中
心
と
し
た
環
境

や
、
社
寺
林
・
雑
木

林
・
竹
や
ぶ
・
公
園

な
ど
の
樹
林
や
草
地

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
こ
こ
で
は
、
町
内

で
確
認
で
き
た
植
物

31　  第三節　 植物



底
に
は
、
エ
ビ
モ
・
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
・
フ
サ
ジ
ュ
ン
サ
イ
が
、
巾
下

川
に
は
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
・
ヤ
ナ
ギ
モ
・
サ
サ
バ
モ
な
ど
沈
水
性
植
物

（
植
物
全
体
が
水
中
に
沈
ん
で
成
長
す
る
植
物
）
の
群
落
が
あ
る
。

　
諸
河
川
の
堤
防
沿
い
に
は
、
ス
ス
キ
・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
・

ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
・
チ
ガ
ヤ
・
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
や
、
ク
ズ
・
ヤ
ブ
ガ

ラ
シ
・
ノ
ブ
ド
ウ
・
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
な
ど
の
蔓つ

る

性
植
物
が
お
い
茂
り
、

春
の
堤
防
沿
い
に
は
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
・
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
・

ベ
ニ
バ
ナ
ツ
メ
ク
サ
（
1
―
2
―
39
）
が
、
秋
に
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
広

範
囲
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

場　 所 植物名

河川内
ヨ シ・ オギ・ ジュ ズダマ・ キショ ウ ブ・ ミ ゾ ソ バ・ マコ モ・ セキ

ショ ウ モ・ オオカナダモ・ ハゴロ モモ・ オオフ サモ

河川敷

セイ ヨ ウ カラ シナ・ セイ ヨ ウ アブラ ナ・ ヒ ガン バナ・ エノ コ ロ グ

サ・ ベニバナツメ ク サ・ ス ス キ・ セイ タ カアワ ダチソ ウ ・ アレ チハ

ナガサ・ ヒ メ ジョ オン・ ハルジオン・ ノ ブド ウ ・ ナワ シロ イ チゴ・

ク ズ・ ヤブガラ シ・ ヘク ソ カズラ ・ カナムグラ ・ ネザサ・ セイ バン

モロ コ シ・ チガヤ・ ヨ ウ シュ ヤマゴボウ ・ ク ラ ラ ・ ワ レ モコ ウ

畑地・ 水路・ 水田

ヒ メ ムカシヨ モギ・ メ マツヨ イ グサ・ ギシギシ・ ノ ボロ ギク ・ シマ

ス ズメ ノ ヒ エ・ タ チス ズメ ノ ヒ エ・ アメ リ カセンダングサ・ コ セン

ダングサ・ ミ ズハコ ベ・ オラ ンダガラ シ・ コ ナギ・ チョ ウ ジタ デ・

ウ キアゼナ・ イ ヌ タ デ・ ク サムネ・ アオウ キク サ・ カラ ス ムギ・ ノ

チド メ ・ タ ガラ シ・ アレ チヌ シビト ハギ

寺社・ 雑木林
ヒ ノ キ・ アラ カシ・ ク ス ノ キ・ サカキ・ シラ カシ・ ヒ サカキ・ ヤツ

デ・ イ ロ ハモミ ジ・ エノ キ・ ケヤキ・ コ ナラ ・ ムク ノ キ

住宅地・ 公園・ 歩道

マツ バウ ンラ ン・ ナガミ ヒ ナゲシ・ シロ ツメ ク サ・ セイ ヨ ウ タ ンポ

ポ・ オオキンケイ ギク ・ ス ベリ ヒ ユ・ オラ ンダミ ミ ナグサ・ オッ タ

チカタ バミ ・ ユウ ゲショ ウ ・ ヘラ オオバコ ・ ネジバナ・ オド リ コ ソ

ウ ・ ノ ボロ ギク

1-2-38　 町内で見ら れる 主な植物一覧

1-2-39　 ベニバナツ メ ク サ（ 外坪）
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畑
地
・
水
路
・
水
田

　
畑
地
の
畔あ

ぜ

道み
ち

や
休
耕
田
な
ど
に
は
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
・
ギ
シ

ギ
シ
・
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
・
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
な
ど
が
、
水

路
・
水
田
内
に
は
、
コ
ナ
ギ
・
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
・
イ
ヌ
タ
デ
・
ウ
キ

ア
ゼ
ナ
・
ク
サ
ム
ネ
・
ア
オ
ウ
キ
ク
サ
・
タ
ガ
ラ
シ
な
ど
が
広
く
見

ら
れ
る
。

寺
社
・
雑
木
林

　
常
緑
針
葉
高
木
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
、
ア
ラ
カ
シ
・
ク
ス
ノ

キ
・
シ
ラ
カ
シ
・
サ
カ
キ
・
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
高
木
・
小

高
木
や
、
エ
ノ
キ
・
ケ
ヤ
キ
・
コ
ナ
ラ
・
ム
ク
ノ
キ
な
ど
の
落
葉
広

葉
高
木
が
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
樹
林
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。

一
部
寺
社
の
周
辺
に
は
水
田
や
雑
草
地
が
広
が
っ
て
い
る
場
所
も
あ

り
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
、
一
定
の
緑
地
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。

住
宅
地
・
公
園
・
歩
道
な
ど

　
市
街
地
で
は
、
道
端
・
空
地
・
人
家
の
庭
な
ど
に
ネ
ジ
バ
ナ
・
カ

タ
バ
ミ
・
ミ
ミ
ナ
グ
サ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
な
ど
の
在
来
性
の
雑
草
の
ほ

か
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
・
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
・
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
・

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
の
外
来
性
の
植
物
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。

ヨ
シ

　
ア
シ
と
も
い
う
。
湖
沼
や
た
め
池
・
河
川
・
水
路
か
ら
湿
原

ま
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
の
水
域

や
湿
地
に
最
も
普
通
に
生
育
す

る
多
年
生
の
抽
水
～
湿
性
植
物

で
、
地
下
茎
は
地
中
深
く
を
横

に
這は

う
。
花
期
は
八
～
十
月
で

あ
る
。
町
内
の
五
条
川
・
合
瀬

川
な
ど
の
河
川
内
・
河
川
敷
・

土
手
沿
い
な
ど
の
水
辺
環
境
で

は
い
た
る
と
こ
ろ
で
大
群
落
を

形
成
し
て
い
る
（
1
―
2
―
40
）
。

オ
ギ

　
ス
ス
キ
に
よ
く
似
て
い
る
。
ス
ス
キ
は
大
き
な
株
に
な
っ
て

叢そ
う

生せ
い

す
る
が
、
株
と
株
の
連
結
は
な
く
、
オ
ギ
は
地
下
茎
が
横
に
伸

び
節
々
か
ら
茎
が
一
本
ず
つ
単
立
し
連
な
り
、
大
群
落
を
つ
く
る
。

ス
ス
キ
は
乾
い
た
と
こ
ろ
で
も
よ
く
育
つ
が
、
主
に
湿
地
や
水
辺
に

生
育
す
る
。
草
丈
は
一
～
二
・
五
ｍ
で
花
期
は
九
～
十
月
で
あ
る
。

町
内
で
も
、
湿
地
・
休
耕
田
・
河
川
敷
な
ど
の
水
辺
環
境
で
よ
く
見 1-2-40　 ヨ シ（ 河北）
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ら
れ
る
（
1
―
2
―
41
）
。

茎
は
丈
夫
で
七
月
下
旬

頃
に
町
内
で
お
こ
な
わ

れ
る
輪
く
ぐ
り
（
第
三

編
第
四
章
第
二
節
）
の

材
料
の
一
つ
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

マ
コ
モ

　
オ
ギ
と
同
じ
く
、
輪
く
ぐ
り
の
材
料
の
一
つ
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
植
物
で
、
巾
下
川
や
境
川
な
ど
一
部
の
河
川
内
に
広
く

群
落
が
見
ら
れ
る
（
1
―
2
―
42
）
。
低
地
の
水
辺
に
生
育
す
る
大
形

の
多
年
生
草
本
で
、
株
の
基
部
は
水
中
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
イ
ネ

科
植
物
の
中
で
は
よ
く
目
立
つ
種
類
で
、
良
好
な
低
湿
地
環
境
の
指

標
と
な
る
。
大
形
の
植

物
で
あ
る
が
、
開
発
圧

力
の
高
い
平
野
部
の
水

辺
に
生
育
し
て
い
る
た

め
、
改
修
工
事
な
ど
に

よ
り
消
滅
し
て
し
ま
う

こ
と
も
多
い
。
町
内
の

河
川
内
で
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
輪
く
ぐ
り
の
材
料
と
し
て
採
集
す

る
こ
と
が
年
々
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

エ
ビ
モ

　
平
野
部
の
小
水
路
な
ど
に
生
育
す
る
沈
水
性
の
水
草
で
、

時
に
止
水
域
で
も
生
育
す
る
。
五
条
川
内
の
一
部
や
周
辺
の
水
路
内

な
ど
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
生
育
が
確
認
で
き
る
（
1
―
2
―
43
・
44
）
。

県
内
の
水
草
は
全
体
的
に
水
質
汚
濁
の
影
響
を
受
け
て
衰
退
し
て
お

り
、
未
だ
減
少
傾
向
が
認
め
ら
れ
な
い
種
も
含
め
て
、
注
意
深
く
観

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
内
の
自
生
地
の
周
辺
の
流
域
に
は
、
キ
シ
ョ

ウ
ブ
・
フ
サ
ジ
ュ
ン
サ
イ
・
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
・
オ
オ
フ
サ
モ
な
ど
の

外
来
性
水
草
の
群
落
が
あ
り
、
水
質
環
境
の
変
化
に
加
え
、
今
後
外

来
種
と
の
競
争
に
よ
り
自
生
地
が
侵
略
さ
れ
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と

も
懸
念
さ
れ
る
。

1-2-42　 マコ モ（ 二ツ 屋）

1-2-43　 エビ モ（ 河北）

1-2-44　 エビ モの群落（ 河北）

1-2-41  オギ（ 下小口）
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ク
ラ
ラ

　
多
年
草
で
、
原
野
・
あ
き
地
・
土
手
な
ど
に
生
育
す
る
。

茎
は
叢
生
し
高
さ
は
一
～
一
・
五
ｍ
に
な
る
。
葉
は
長
さ
一
五
～
二

十
㎝
で
、
長
楕
円
形
～
長
卵
形
を
し
て
お
り
、
茎
か
ら
互
い
違
い
に

生
え
る
。
八
月
に
茎
先
に
淡
い
ク
リ
ー
ム
系
の
花
を
総
状
に
多
数
つ

け
る
（
1
―
2
―
45
）
。
環
境
の
変
化
に
敏
感
で
、
近
年
、
全
国
的
に

著
し
く
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
根
を
舐な

め
る
と
目
が
く
ら
む
ほ
ど
苦

い
の
で
ク
ラ
ラ
と
い
う

名
が
つ
い
た
。
こ
の
苦

味
は
有
毒
で
あ
る
。
昔

は
駆
虫
薬
と
し
て
ウ
ジ

殺
し
に
使
わ
れ
た
。
町

内
で
は
、
五
条
川
や
合

瀬
川
の
土
手
沿
い
で

所
々
見
ら
れ
る
。

コ
ナ
ギ

　
代
表
的
な
水
田
雑
草
で
、
と
き
に
た
め
池
や
河
川
の
浅
水

域
に
も
生
育
す
る
一
年
生
の
抽
水
～
湿
性
植
物
で
あ
る
。
花
は
青
紫

色
で
、
葉
よ
り
高
い
位
置
に
は
咲
か
な
い
。
葉
の
形
は
矢
尻
の
よ
う

な
幅
の
狭
い
も
の
か
ら
円
心
形
の
広
い
も
の
ま
で
極
め
て
変
化
に
富

む
（
1
―
2
―
46
）
。
い
っ
た
ん
水
田
を
放
棄
す
る
と
一
面
を
覆
い
尽

く
す
勢
い
で
繁
殖
す
る
。
町
内
に
あ
る
水
田
内
に
よ
く
見
ら
れ
る
雑

草
で
あ
る
。

ミ
ズ
ハ
コ
ベ

　
湿
田
に
多
く
、

水
路
・
河
川
・
湖
沼
な
ど
に
も

見
ら
れ
る
。
葉
の
形
は
生
育
環

境
で
著
し
く
変
化
す
る
。
田
ん

ぼ
の
よ
う
な
陸
生
や
水
面
の
浮

葉
は
、
普
通
へ
ら
形
や
し
ゃ
も

じ
形
を
し
て
い
る
が
、
水
中
で

は
線
形
へ
と
変
化
す
る
。
こ
れ

と
よ
く
似
た
種
で
外
来
種
の
イ

ケ
ノ
ミ
ズ
ハ
コ
ベ
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
沈
水
葉
が
す
べ
て
幅
の

広
い
楕だ

円え
ん

形
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ミ
ズ
ハ
コ
ベ
と
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
町
内
で
は
、

五
条
川
周
辺
の
流
れ
の
あ
る
一

部
の
水
路
で
生
育
が
確
認
で
き

て
い
る
（
1
―
2
―
47
）
。

1-2-45　 ク ラ ラ （ 河北）

1-2-46　 コ ナギ（ 河北）1-2-47　 ミ ズハコ ベ（ 河北）
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ワ
レ
モ
コ
ウ

　
日
当
た
り
の
よ
い
草
地
に
生
育
す
る
多
年
生
草
本
で
、

秋
に
は
紅
紫
色
の
楕
円
形
の
花
穂
を
つ
け
る
。
ス
ズ
サ
イ
コ
や
オ
ミ

ナ
エ
シ
と
共
に
、
代
表
的
な
里
草
地
の
植
物
で
あ
る
。
平
野
部
の
河

川
の
堤
防
や
用
水
路
の
土
手
な
ど
に
も
生
育
し
て
い
る
。
町
内
で
は
、

五
条
川
の
土
手
沿
い
で
見
ら
れ
る
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　
原
産
地
は
北
ア
メ
リ
カ
で
、
日
本
に
は
明
治

時
代
に
渡
来
し
、
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
た
。
河
川
敷
や
埋
立
地
、
路

傍
の
荒
地
に
生
息
す

る
。
花
期
は
五
～
八

月
頃
で
、
町
内
で
は

合
瀬
川
・
五
条
川
周

辺
の
堤
防
沿
い
や
道

路
沿
い
な
ど
で
広
く

群
落
を
形
成
し
て
い

る
（
1
―
2
―
48
）
。

オ
オ
フ
サ
モ

　
南
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
日
本
へ
は
大
正
期
に
観
賞
用

に
持
ち
込
ま
れ
た
の
が
野
生
化
し
た
と
い
わ
れ
る
（
『
ブ
ル
ー
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
あ
い
ち
二
〇
二
〇
』
）
。
多
年
生
の
抽
水
性
水
草
で
、
茎
は
直

径
約
五
㎜
の
円
柱
状
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
赤
み
を
帯
び
、
分
岐
し
な

が
ら
泥
中
ま
た
は
水
中
を
長
く
進
む
。
パ
ロ
ッ
ト
フ
ェ
ザ
ー
の
名
で

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
密
集
し
た
群
落
を
形
成
し
て
水
面
を
覆
い
、
他

の
水
草
の
生
育
を
妨
げ
る
。
二
〇
二
〇
年
頃
か
ら
河
北
地
区
周
辺
の

五
条
川
や
合
瀬
川
内

の
岸
辺
で
群
落
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
二
〇
二
三
年
現

在
で
は
、
周
辺
の
水

田
内
に
生
育
範
囲
を

広
げ
て
い
る
（
1
―

2
―
49
）
。

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

　
南
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
日
本
へ
は
大
正
期
に
渡
来

し
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
野
生
化
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
日
本

へ
は
植
物
生
理
学
の
実
験
材
料
や
熱
帯
魚
飼
育
の
た
め
の
水
草
と
し

て
導
入
さ
れ
た
。
ア
ナ
カ
リ
ス
の
名
で
観
賞
用
水
草
と
し
て
流
通
し

て
い
る
。
常
緑
で
多
年
生
の
沈
水
性
水
草
で
あ
り
、
水
中
に
密
集
し

た
群
落
を
つ
く
り
、
他
の
水
草
の
生
育
を
妨
げ
る
。
茎
は
一
ｍ
以
上

に
な
る
。
町
内
で
は
、
五
条
川
や
巾
下
川
な
ど
で
広
い
群
落
が
確
認

1-2-48　 オオキン ケイ ギク （ 河北）

1-2-49　 オオフ サモ（ 河北）
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で
き
、
切
れ
た
茎
の
一

部
が
用
水
路
に
侵
入

し
、
水
底
に
根
を
張
り

水
路
内
の
流
れ
を
せ
き

止
め
る
ほ
ど
繁
殖
し
て

い
る
場
所
も
あ
る
（
1

―
2
―
50
）
。

1-2-50　 オオカ ナダモ（ 河北）

し
た
。
そ
の
木
の
実
は
赤
く
、
母
に
見
せ
る
と
「
桑
い
ち
ご
だ
ね
」
と
言

わ
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
桑
の
実
は
赤
く
て
形
が
イ
チ
ゴ
に
似
て
い
た

の
で
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
地
方
で
は
昔
か
ら
養

蚕
が
盛
ん
で
、
カ
イ
コ
の
餌
と
な
る
桑
の
葉
を
育
て
る
た
め
に
、
桑
畑
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

庭
の
柿
の
木

　
私
の
家
の
庭
に
は
、
柿
や
梅
の
木
を
は
じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
木
が

植
え
て
あ
り
ま
し
た
が
、
家
を
建
て
直
し
た
と
き
に
敷
地
を
整
地
し
直
し

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
処
分
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
柿
の
木
は
、
私
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
か
ら
植
え
て
あ
っ
た
も
の
で
す
。

昔
の
農
家
で
は
凶
作
に
備
え
て
柿
の
木
を
植
え
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
柿
の
実
が
な
る
と
、
母
が
む
い
て
夕
食
後
に
出
し
て
く
れ
て
、
甘

く
て
お
い
し
く
、
最
初
は
、
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
あ
る
時
、
そ
の
柿
の
木
に
大
き
な
ヘ
ビ
が
い
た
の
を
見
て
か
ら
、

そ
の
ヘ
ビ
が
怖
く
て
、
自
宅
の
柿
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
母
に

理
由
を
言
う
と
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
・・
ら
れ
ま
し
た
。

　
梅
の
木
も
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
知
ら
な
い
人
が
写
真
を
撮
り
に
来
て

い
ま
し
た
。
残
す
の
は
無
理
だ
と
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
と
て
も
寂
し

く
な
り
ま
し
た
。

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

ウ
ル
シ
に
気
を
付
け
て

　
神
社
の
境
内
は
、
い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
の
遊
び
場
で
す
。
昭
和
四
十

年
代
前
半
、「
神
社
に
遊
び
に
行
く
」
と
母
に
告
げ
る
と
「
ウ
ル
シ
に
か
ぶ

れ
ん
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ウ
ル
シ
が
ど
ん
な
も
の
か
も
知
ら

ず
生
返
事
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
、
神
社
で
友
達
と
遊
ん

で
い
る
と
お
年
寄
り
が
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
ウ
ル
シ
に
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
」
と
。
最
近
、
散
歩
を
す
る
よ
う
に
な

り
、「
あ
れ
は
ウ
ル
シ
か
な
？

　
触
る
と
ひ
ど
い
目
に
合
う
か
な
？
」
と
思

い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
昭
和
三
十
二
年
生
ま
れ
）

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
と
桑
の
木

　
一
九
七
〇
年
代
頃
の
、
私
が
小
学
生
の
時
の
話
で
す
。
学
校
の
通
学
路

に
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
い
る
木
が
あ
っ
て
、
行
き
帰
り
に
捕
ま
え
て
遊
び
ま
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町
と
か
か
わ
り
の
あ
る
植
物

町
の
木
・
町
の
花

　
一
九
八
二

（
昭
和
五
十
七
）
年
、
町
制
施
行
二

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
町
民
の
緑
化
に
対
す
る
認
識

を
高
め
る
た
め
、
「
町
の
木
」
と

「
町
の
花
」
が
公
募
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
町
の
木
に
は
「
も
く
せ
い
」
、
町
の
花
に
は
「
さ
く

ら
」
が
選
ば
れ
た
。
『
広
報
お
お
ぐ
ち
』
昭
和
五
十
七
年
三
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
集
計
結
果
は
、
1
―
2
―
51
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、「
も

く
せ
い
」
は
、
「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
（
1
―
2
―
52
）
を
さ
す
。

区
の
木
の
制
定

　
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
は
、
町
制
四
十
周
年

の
記
念
の
年
で
あ
り
、
六
月
に
記
念
花
と
し
て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を

制
定
し
た
。

　
そ
し
て
、
同
年
に
「
区
の
木
」
も
制
定
し
（
1
―
2
―
53
）
、
十
一

月
二
日
の
町
制
四
十
周
年
記
念
式
典
で
各
区
の
木
を
発
表
し
た
。

◦
秋

　
田

　
　
　
花
水
木
（
秋
田
学
共
に
植
樹
）

◦
豊

　
田

　
　
　
南
天
（
豊
田
学
共
）

◦
大
屋
敷

　
　
　
エ
リ
カ
（
大
屋
敷
学
共
）

◦
外

　
坪

　
　
　
花
水
木
（
外
坪
学
共
）

◦
河

　
北

　
　
　
樫
木
（
神
明
社
）

◦
余

　
野

　
　
　
錦
木
（
余
野
中
央
公
園
）

◦
上
小
口

　
　
　
こ
ぶ
し
（
上
小
口
学
供
）

◦
中
小
口

　
　
　
山
柿
（
小
口
神
社
）

◦
下
小
口

　
　
　
紅
葉
（
白
山
社
）

◦
さ
つ
き
ケ
丘

　
花
水
木
（
集
会
場
（
現
さ
つ
き
ケ
丘

防
災
セ
ン
タ
ー
）
）

1-2-53　 各区の木（ 2002年当時）

1-2-52　 キン モク セイ

町の木・ 町の花の応募結果

◦ 町の木

応募総数（ 有効）…… 2, 245

も く せい……………… 939

も みじ ………………… 571

く ろ がねも ち………… 356

かなめも ち…………… 230

も っ こ く ……………… 149

◦ 町の花

応募総数（ 有効）…… 2, 252

さ く ら ……………… 1, 374

さ ざんか……………… 332

さ つき ………………… 303

おう ばい……………… 123

き く …………………… 120

1-2-51　 町の木・ 町の花の応募結果
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